
緒言 

 熱電材料の性能指数は抵抗率ρと熱電能 S，

熱伝導率κにより決定される．性能指数はそ

の大小を絶対値で議論するため，測定誤差を

常に意識し，測定系の確度の維持に努めなけ

ればならない．通常，測定系の検証には標準

試料が利用され，抵抗率や熱伝導率について

は標準試料の入手が可能であるが，熱電材料

と同じレンジに物性値をもつ熱電能の標準試

料は存在しない．このため，大型の Bi2Te3 系

ホットプレス材の熱電特性の均質性を評価し，

標準試料としての適用可能性を検討した． 

 

実験方法 

 評価用試料として Bi2Te3（n 型）及び

Bi0.3Sb1.7Te3（p 型）のホットプレス材（（株）

豊島製作所製）を用いた．直径 50mm 厚さ

22mm のホットプレス材から 4mm×4mm×
22mmの直方体試料を各 88本切出した後， p
型，n型各 44本ずつをグループ A，Bに分け，
グループ A については産業技術総合研究所で，

グループ B については（株）アルバック理工
において抵抗率と熱電能の評価を行った．測

定には ZEM-3（（株）アルバック理工製）を使
用し，測定温度は 50℃，100℃，150℃とした． 
  

結果および考察 

 測定結果を Table1 に示す．熱電能の測定値

はグループ A，B ともに平均値で 1µV/K 以内で

一致し，標準偏差は最大で 1.9µV/K（100℃），

率に換算すると測定値の 1.3%以内であり，装

置間誤差が小さく，試料も均質であることが

確認された．抵抗率の測定結果は，グループ

A,B の平均値に 5%以内の差が認められ，これ

は各グループ内での標準偏差よりも大きい事

から，装置に起因する誤差（プローブ間距離）

によるものであると推察された． 

結言 

 本実験で使用したホットプレス材の均質性

は高く，各試料は熱電能の標準試料として利

用可能であると結論づけられる． 
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Table 1 Statistical Results on Thermoelectric Properties. 


